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1–1 メディアとアプリケーション  ［ 隣接領域との連携で広がるAR技術の可能性 ］
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隣接領域との連携で広がるAR技術の可能性

•  •  •  C O L U M N  •  •  •  

山口 浩
駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部准教授

AR 技術への注目は急速に高まりつつ

ある。テレビでの天気図の表示、ビデオ

チャット用のアバター、ECサイトでのバー

チャル試着など、目にする機会も増えてき

た。2009 年サービスインした「セカイカ

メラ」は、2010 年 3月にサービス事業者

の頓智・（トンチドット）がKDDIとの連携

を発表し、iPhoneに加えAndroid 端末

や一般の携帯電話へもプラットフォームを

広げようとしている。

とはいえ、現在の「ARブーム」は、少

し前の「セカンドライフ」などと似て、メディ

アが煽っている部分があり、必ずしも実態

を伴うとは言えない。現時点のAR 技術は

安全性、安定性の面でまだ成熟には遠く、

利用も実用性や信頼性を要求されない領

域にとどまっている。

ユーザーインターフェースにも課題は多

い。リアルタイムで現実空間に情報を付

加するAR 技術の価値を十分には活用す

るには、誰もが持ち歩き利用できる携帯

電話のようなデバイスが適しているが、

たとえば「セカイカメラ」で指摘されるよ

うに、掲げ続けるのは疲れる、盗撮と間

違われるなどの問題がある。HUD（ヘッ

ドアップディスプレイ）も小型化が進む

が、実用的な機能、価格のものがすぐに

実現する状況ではない。パリ郊外の遊園

地「Futuroscope」 が 2008 年 か ら 提

供するAR 技術活用アトラクション「The 

Future is Wild」ではHUDを装着するが、

HUDは当面こうした限定的な場所での利

用にとどまるだろう。

「AR技術」から「AR」へ

ただ、「AR」ということばを、バーチャ

ルリアリティー技術の一種である｢AR 技

術｣としてだけとらえるのはあまりに技術

志向すぎる。

より広い文脈でとらえれば、「AR」と

は現実に情報を加えて新たな文脈や現実

を構成し、人の考えや行動をアシストした

り、それに影響を与えたりするものであ

る。この定義でのARは、上記のAR 技術

を含み、その周辺に裾野を大きく広げる。

したがって、「AR」と「AR 技術」を分け、

AR技術をどう使うかという視点ではなく、

隣接領域との連携を前提として、社会の

中でどんなARを提供するか、そのため

にどんなAR技術を使うかという視点で考

えるべきではないだろうか。

ARと親和性の高い隣接領域

隣接領域として重要なものの 1 つは、

GPSなどの位置情報を利用したジオメディ

アだろう。「セカイカメラ」もこの一例だが、

ここでは一般的な携帯電話で既に幅広く

利用されている「コロプラ」や「ケータイ

国盗り合戦」などの「位置ゲー」、および

「foursquare」などの位置情報利用ネッ

トサービス群に注目したい。

これらは AR 技術を使っているわけで

はないが、現実空間に文脈を付加して新

たな意味を持たせるという点でAR、すな

わち「拡張された現実」を提供するサービ

スであり、また実際、AR 技術との潜在的

な親和性も高く、将来の活用が期待される。

さらに重要なのは、既に一部で、マーケティ

ングや地域おこしなど、企業や地域と連

携したビジネスモデルを模索する動きが

見られることである。これらはAR 技術普

及のきっかけとなる可能性がある。

これらのサービスが現実空間に付加す

る「文脈」として重要なものの1 つがゲー

ム性である。この意味で近年、プロモー

ションや観光などの目的で実施されるよう

になってきた ARG（Alternative Real-

ity Game、代替現実ゲーム）も注目に値

する。ARGがもたらす ARは、AR 技術に

よってより大きな付加価値を持つことにな

るはずである。

ユーザーインターフェースの面では、デ

ジタルサイネージとの連携も重要ではな

いか。2009 年 12 月に秋葉原で行われ

た実験でも、「初音ミク」を活用したARコ

ンテンツが取り入れられた。街中に設置

された大きな表示画面は人が持ち歩く必

要もデバイスを掲げ持つ必要もなく利用

でき、AR 技術活用の可能性を広げるもの

となろう。

今後の課題

ただし、活用が広まればリスクも拡散す

る。早くから指摘されているのは、誹謗中

傷やプライバシー侵害などの問題である。

ネットでこれらの問題が生じるのと同じ理

屈であり、かつ AR の場合は現実空間や

現実の人間との結びつきが強い分だけ目

立ちやすいことから、普及が進めば遅か

れ早かれ問題化することは避けられない

だろう。実際、現在でも、「セカイカメラ」

上で特定の建物に中傷コメントをつける

ことは可能である。今はまだ利用者が少

ないため問題とはなっていないが、今後、

少なくとも一般的にネットで必要とされる

のと同程度の対策を求められることとな

るだろう。

もちろん、こうした課題はあっても、全

体として ARが大きな可能性を秘めてい

ることには変わりなく、AR 技術の発展も

含めて今後が期待される。
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